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す。しかしFF RPG はWeb構築などで使用
するVisual Basicによく似ていて、これか
らの若い開発者には親和性が高いとも感じ
るので、今後を考えると必要な選択だと思
います」（萬矢氏）
　また課題①と②への対策としては、
「X-Analysis Advisor」（ジーアールソリ
ューションズ）を導入して、効率的にプロ
グラム運用保守ドキュメントの整備を進め
ることにした。いわゆるブラックボックス
化を解消し、プログラム資産を見える化す
る。開発の生産性向上および品質向上を実
現すれば、課題④への対策としても機能す
ることになるだろう。
　FF RPGへの変換とプログラム資産の見
える化は当初の計画より少し遅れて、
2021年4月からスタートしている。
　FF RPGへの変換については、2590本
のRPG Ⅲプログラムを整理し、移行対象を

明確化する作業を進めている。当初は図表
1のように、4事象軸で移行対象を決定しよ
うとしたが、この方法だと結局、RPG Ⅲで
の現状維持を選ぶ可能性が高くなる。そこ
でFF RPGに「移行する」「移行しない」の
2軸の選定方法を選択した。
　結果的には、外部に開発を依頼している
一部のプログラムは新規改修を凍結した状
態でRPG Ⅲのまま残し、それ以外はほぼす
べてのプログラムをFF RPGへ移行する予
定である。

ペーパレス化の推進と
IoTやAIの導入

　次にペーパレス化の推進を見てみよう。
同社では多くの業務をIT化しているものの、
紙や印鑑を使った業務プロセスはまだ多く、
知見がデジタル化されていないためデータ
活用が進まず、DXが実現できない状況に

「H2O Driverless AI」をクラウドで利用し
て、工場の需要予測に役立てる「AI予測
PoC」に取り組んだ。定番商品や季節商品
をいくつか選定し、過去の実績データから
予測値を得て、その正確性・妥当性を評価
している。
「予測値の確信度としては、十分実用に耐
え得ると評価しました。ただ工場の需要予
測だけに利用するのはコストパフォーマン
スから見て負担が大きく、売上予測などほ
かの部門での活用に向けた風土づくりが必
要であると感じました。AI予測については
今後のDXの重要な柱として、活用を模索
していく考えです」（川端氏）
　ちなみにこうした新しい技術の活用につ
いては、情報システム部で最も若手の南條
友樹氏（情報システム課 リーダー）が担当
している。
「H2O Driverless AI による需要予測や

あった。
　そこでデジタル化の第1弾として、ペー
パレス化に取り組んだ。これは以下の3つ
のステップで推進している。
　第1ステップは管理本部（総務、人事、経
理、情報システムの各部）を対象に、組織
文書と個人文書の見える化、およびペーパ
レス実行計画の策定に取り組む。これは
2020年12月に完了している。
　続く第2ステップは管理本部での実施手
法を横展開し、本社オフィスを対象にペー
パレス化を推進する。このステップでは新
たに導入する文書管理システムとスキャナ
により、既存の組織文書の削減を目標とし
ている。
　そして第3ステップは、後述する会計・
人事・給与システムの刷新により、新規文
書の削減に取り組む。
　また現場部門のユーザーに対して、AIや

IoTなど新しい技術を体感する環境づくり
も進めている。
　同社では2019年9月から事業部門が主
体となり、生産ラインと連携したIoTの開
発プロジェクトが進行していた。プロジェ
クト自体は川端氏の入社以前に企画されて
いたが、川端氏は自らの豊富な経験をもと
に、プロジェクト管理と共通技術支援を提
供した。
「このプロジェクトは現場部門が単独で進
めていましたが、情報システム部が支援す
ることで、今後はDXやIT活用について情
報システム部に何でも相談できると、安心
感を得てもらうことが密かな狙いでした。
エンドユーザーとの距離感を縮め、どんな
ことでも相談できる雰囲気を作り出すこと
は、DXに向けた組織づくりとして不可欠
であると思います」（川端氏）
　さらに2020年1～6月にかけては、

IoT、さらにプロジェクト管理手法など、今
まで経験してこなかった新しい技術に触れ
る機会が増えて、とてもワクワクしていま
す。社内にいるだけでは理解できないIT世
界の最新トレンドやテクノロジーに関する
知識を増やすことは、技術者としての力に
なると実感しています」（南條氏）

基幹システムの再整備
まずは共通業務システムから

　基幹システムの再整備という観点でまず
着手したのは、共通業務システムの再構築
である。
　ここで言う共通業務システムとは会計、
人事給与、経費精算などで、企業競争力の
源泉となる販売管理や生産管理と違い、標
準化の進んだ領域である（図表2）。
　前述したように、同社ではこれらのシステ
ムがオープン系サーバー上で、個々に異なる

図表3 共通業務システム刷新のスケジュール
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